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 国土交通省では、毎年７月を「河川愛護月間」と定めており、大阪府においてもこの月間に、
河川に対する府民の理解と関心を深めることに取り組んでいる。 
 大阪府では河川愛護の更なる普及・啓発のため、平成２２年、７月のうち特に７月７日を「大
阪・川の日」と定め、毎年度「河川愛護功績者表彰式」及び「大阪・川の日写真コンクール表彰
式」を併せて開催する「大阪・川の日」イベントを実施している。 
 本論文は、これらの取組みについて報告するとともに、実施８回目を迎える「大阪・川の日写
真コンクール」の更なる普及・啓発のための取組みについて考察するものである。 
 

キーワード 河川愛護 住民参加 川の日 

 
１ はじめに 
 
 国土交通省では、毎年７月１日から３１日までを
「河川愛護月間」と定め、地域と一体となった良好
な河川環境の保全・再生、地域社会と河川との関わ
りの再構築、河川愛護意識の醸成、河川の適切な利
用の推進などの運動を実施している。 
 また、平成８年度から７月７日を川の日と定め、
地方公共団体、川に関する NPO等に幅広く「川の日」
を契機とした河川に関する諸活動の推進を呼びかけ
たり、河川と国民との関わりとその歴史、河川の持
つ魅力等について広く国民の理解と関心を深めるよ
うな各種行事、活動を実施したりしている。 
 
２ 大阪・川の日とは 
 
 このような全国的な河川愛護に関する取組みの高
まりを受け、大阪府においても独自の河川愛護活動
に取組むことを検討し始めることになった。 
検討の結果、平成２２年、大阪府においても７月
のうち特に７月７日を「大阪・川の日」と定め、「河
川愛護功績者表彰式」及び「大阪・川の日写真コン
クール表彰式」を併せて開催する「大阪・川の日」
イベントを実施することとなった。 
幸いにも「河川愛護功績者表彰」及び「大阪・川
の日写真コンクール」は好評を博し、写真コンクー
ルの実施は今年度で第８回目を迎える予定である。 
 次に「大阪・川の日」の主な取組みである「河川
愛護功績者表彰」及び「大阪・川の日写真コンクー
ル」について詳細を述べる。 
 
３ 「河川愛護功績者表彰」について 
 
（１） 河川愛護功績者表彰の概要 
 大阪府では、河川愛護思想の普及を図るため、河
川の清掃等、河川環境の美化・保全に功績のあった
団体又は個人に対し感謝状を交付している。本制度

は昭和５７年度から継続的に実施している歴史ある
制度であり、平成２２年の大阪・川の日制定以降、
大阪・川の日の取組みの一環として実施している。 
 河川愛護功績者表彰の対象者は、大阪府内各土木
事務所及び治水事務所から本庁に対して推薦される。
推薦された団体又は個人の中から、河川愛護への功
績等を考慮のうえ、当該年度の河川愛護功績者を決
定する。 
 功績者は、毎年７月７日の大阪・川の日に実施す
る表彰式に招待し、河川愛護功績者感謝状を交付し
ている。 
 
（２）感謝状交付先について 
 平成２８年度の感謝状交付団体は下記のとおりで
ある。 
 

平成２８年度河川愛護功績者感謝状交付先 

「チューリップアート in摂津」実行委員会 

夢をひらくせっつ市民の会 

住友ゴム工業株式会社 泉大津工場 

大阪アドプト・リバー・天神浜 

【図３－１】平成２８年度河川愛護功績者感謝状交付先一覧 

 
 近年の感謝状交付先の特徴としては、大阪アドプ
ト・リバー・プログラムの登録団体が多いことが挙
げられる。 
 大阪アドプト・リバー・プログラムとは、府民の
皆様とともに地域に愛され大切にされる川づくりを
目指し、地元市の協力のもと、平成１３年７月から
スタートした制度である。 
 当該プログラムは、地域の団体等に河川の一定区
間の美化活動を継続的に行ってもらうものであり、
河川管理者（各土木事務所など）、参加される団体、
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及び地元市町村の三者で、参加団体の美化活動の内
容や、河川管理者・市町村の協力・分担内容などを
定めて協定を結ぶものである。 
 地域の団体等に行ってもらう活動は、主に河川の
清掃活動であるが、中には堤防や河川敷への花栽培
などの活動を実施してもらっている例もある。 
 現在大阪府内では、アドプト・リバー・プログラ
ムとして２０１箇所が認定されており、４０７３７
人の方々が活動に参加している。 
 アドプト・リバー・プログラム以外にも、アドプ
ト・ロード・プログラム（道路）、アドプト・シーサ
イド・プログラム（港湾・海岸）を別途展開してお
り、大阪府はアドプト活動の発展に積極的に取り組
んでいる。 
 そのため、感謝状交付先として近年アドプト・リ
バー・プログラム登録団体が増加している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【図３－２】アドプト・リバー・プログラムの実例 

 ～河川清掃の様子（恩智川クリーンＵｐ）～ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【図３－３】アドプト・リバー・プログラムの実例 

～ 花の手入れの様子（アドプト・リバー・芥川）～ 

 
 
４ 「大阪・川の日写真コンクール」について 
 
（１）写真コンクールの概要 
 「大阪・川の日写真コンクール」とは、大阪府内
の河川を撮影した写真を広く一般から募集するもの
である。審査員による審査の結果、特に優れた応募
作品に対しては、大阪府知事賞、大阪府都市整備部
長賞等の各種賞を授与している。受賞者に対しては、
毎年７月７日に川の駅「はちけんや」（大阪市中央区
北浜東１－２）にて実施する表彰式において賞状を
授与するとともに、当日表彰式の会場に受賞作品を

展示している。【図４－１】 
 また、西大阪治水事務所内に平成２１年に開館し
た「津波・高潮ステーション」（大阪市西区江之子島
２－１－６４）において、受賞作品を含め原則とし
て応募作品全てを河川愛護月間中展示している。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図４－１】 第７回大阪・川の日写真コンクールチラシ 

 
（２）作品募集の広報活動について 
 応募作品の募集は、主に大阪府ホームページへ大
阪・川の日写真コンクール募集の旨を掲載すること
で行っている。募集期間は例年５月初旬から６月初
旬までとしている。 
 大阪府ホームページへの掲載以外の広報活動とし
ては、大阪府内各市町村、各土木事務所及び大阪府
内各府立学校へ写真コンクール実施の周知をお願い
するとともに、それぞれの配布物コーナーへ募集パ
ンフレットの設置を依頼している。 
 特に効果的な広報活動は、大阪府内府立学校への
周知である。いくつかの府立学校には、生徒の課外
活動として写真部が存在する。写真部の顧問の先生
を通じて写真部員の生徒へ写真コンクール実施の情
報が届いた場合、応募数が飛躍的に増加する傾向に
ある。実際に平成２８年は、府立学校の写真部生徒
からの作品応募が急増し、応募作品数の増加に貢献
した。 
 
（３）応募作品の審査について 
 応募作品の審査は、写真家２名、ＮＰＯ法人事務
局長、大阪府職員数人にて、例年６月中旬頃に実施
している。 
 審査にあたっては、本写真コンクールの趣旨を踏
まえ、写真の技術的優劣のみではなく、アピール度、
芸術度、題材性、努力度等を総合的に勘案して行っ
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ている。 
 平成２８年の賞としては、大阪府知事賞、都市整
備部長賞、優秀賞（笑働 OSAKA賞）、優秀賞（水都大
阪賞）、優秀賞（河川協会賞）を設けた。各賞の受賞
作品は各賞１作品である。 
「水都大阪」とは、大阪府が “水の都大阪”を取

り戻すべく、水辺の生活を活気ある賑やかな場へと
再生するためのスローガンである。水都大阪のアピ
ールの意味合いもあり、平成２７年より水都大阪賞
を設けている。水都大阪賞を設けた結果、審査の際
には、水都大阪推進所管課職員が審査員として参加
している。 
 上記賞以外に、平成２８年においては、優秀作品
に選出されなかった作品のうち、優秀作品に準じて
優れていると認められる作品、もしくは河川への愛
着が感じられる作品数点を佳作作品として選出した。
これは前述したとおり、平成２８年は府立高校の写
真部に所属する生徒作品の応募が急増したため、佳
作として学生賞を設け、合計７点を学生賞に選出し
たものである。 
 
（４）受賞作品について 
 平成２８年の受賞作品は、以下の【図４－２～４
－６】のとおりである。 
 上述したとおり、これら５作品以外にも７点の学
生賞受賞作品がある。 
 なお、第７回大阪府知事賞は、府立高校写真部の
学生の作品である。 
  平成２８年の応募作品は合計１０８点あり、受賞
作品以外にも別途多数の応募作品が存在する。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（５）表彰式について 
 受賞者に対しては、受賞の旨を連絡するとともに、
７月７日に実施する表彰式への出席を併せて案内し
ている。 
 表彰式は、川の駅「はちけんや」（大阪市中央区北
浜東１－２）において実施している。【図４－７】 
大阪が「天下の台所」と呼ばれていた江戸時代、

淀川舟運の港であり、熊野街道の起点でもあった所
が「八軒家浜」である。その場所に、平成２１年８
月１日に水の都大阪再生の拠点となる賑わい施設と
してオープンしたのが川の駅「はちけんや」である。 
 

【図４－２】第７回大阪府知事賞 

【図４－３】第７回大阪府都市整備部長賞 

【図４－４】第７回笑働ＯＳＡＫＡ賞 

【図４－５】第７回水都大阪賞 

【図４－６】第７回河川協会賞 

地域づくり・コミュニケーション部門：No.21

3



 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

【図４－７】川の駅「はちけんや」 

 
表彰式は後述する「河川愛護功績者表彰」と同時

に実施している。 
 なお、表彰式当日は、平成ＯＳＡＫＡ天の川伝説
という民間団体主催のイベントが開催されている。
当該イベントは、LED を光源とする光の球『いのり
星』を一斉に川面に流し、大川を“天の川”にする
イベントである。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 

【図４－８】表彰式の様子 
 
 
５ 大阪・川の日の今後の取組みについて～大阪・

川の日写真コンクールを中心に～ 
 
（１）大阪・川の日の今後の取組み 
 平成２２年度から実施している大阪・川の日は、
今年度８年目を迎える。同時に第８回目を迎える大

阪・川の日写真コンクールについて、将来への課題
が徐々に見えてきた。 
 ここでは大阪・川の日写真コンクールの更なる普
及・啓発のため、大阪・川の日写真コンクールの今
後の取組みに対する考察を試みたい。 
 
（２）応募作品の展示拡大について 
 既に述べたとおり、応募作品については、西大阪
治水事務所内に平成２１年に開館した「津波・高潮
ステーション」（大阪市西区江之子島２－１－６４）
において、受賞作品を含め原則として応募作品全て
を河川愛護月間中（約２０日間）展示している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

         【図５－１】津波・高潮ステーション 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

【図５－２】平成２８年度展示風景 

 
津波・高潮ステーションは、津波や高潮が発生し

たときの西大阪地域の防災拠点および津波・高潮災
害に関する啓発拠点となる施設であり、児童生徒の
社会見学としての利用をはじめ、毎日多くの見学者
に利用されているため、当該施設への写真展示は府
民の目に触れる機会も多い。 
しかし、津波・高潮ステーションに約２０日間展
示するだけでは、応募作品の有効活用の観点からは
十分とは言えない。そこで現在、新たな展示場所を
模索しており、具体的には府民センターや府内各市
町村の１階ロビーに位置する展示スペースの活用を
検討している。 
新たな展示スペースへ河川愛護月間期間内に写真

展示を行うことは困難である。しかし、河川愛護月
間期間外でもあっても、府内河川の写真が広く一般
の府民の目に触れ、河川に親しみを抱いていただけ
る府民が少しでも増えれば、写真展示の目的は達し
たと言えるであろう。 
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（３）応募作品の有効活用について 
 応募作品の展示拡大以外にも応募作品を有効活用
できないかとの懸念は以前からあった。 
 現在河川室の倉庫には、過去数年分の大阪・川の
日写真コンクールの応募作品が保管されており、こ
れらを河川愛護の啓発活動等に有効活用できないか
の検討を開始している。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【図５－３】倉庫に保管された過去の応募作品 

 
 既に第７回写真コンクールから、入賞作品を広報
活動としてホームページ等で使用することがある旨
を募集チラシで告知しており、本年度第８回写真コ
ンクールの募集チラシには、「入賞作品・入賞者名等
は本コンクール又は河川愛護の活動としてホームペ
ージ、配布物品等で使用することがあります」と記
載している。 
 具体的にどのように応募作品を有効活用するかは
現在検討中である。すぐにでも実行可能なプランと
しては、入賞以外の作品についても、応募作品とし
て大阪・川の日のホームページに掲載することが考
えられる。しかし、これだけでは啓発効果は低く、
応募作品の有効活用としては不十分である。 
 そこで応募作品の撮影場所を地図上にマッピング
し、府内各河川の紹介に使用するなど、いくつかの
有効活用の方策を検討しているが、どの案にも課題
が多く実現には至っていない。 
 しかしながら、今後も応募作品の有効活用の検討
及び実施には継続的に取り組んでいくつもりである。 
 
（４）更なる作品募集の広報活動の展開について 
 毎年コンスタントに応募作品数を確保するために
は、作品募集の広報活動にも一層力を入れる必要が
ある。大阪・川の日写真コンクールの趣旨を考えれ
ば、児童生徒の応募作品数が増加するような広報活
動を展開すべきであると考える。 
 そのためには、前述した文書による大阪府内府立
学校への周知のみならず、直接各府立学校の写真部
顧問の先生に対し営業活動に訪れるなどが効果的だ
と思われる。 

 また、府立学校のみならず、大阪府内私立学校へ
の広報活動の拡大も今後の課題である。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【図５－４】全国高等学校写真選手権大会「写真甲子園」 

のオフィシャルサイト 

 
（５）他のイベントとの連携について 
 大阪・川の日当日は、表彰式会場の周辺において、
平成ＯＳＡＫＡ天の川伝説という民間団体主催のイ
ベントが開催されていることは既に述べた。それ以
外にも、河川愛護月間及びその前後の期間には、官
民問わず様々な河川啓発の為のイベントが開催され
ている。 
 これは大阪・川の日写真コンクールのみではなく、
大阪・川の日全体の課題であるが、これら他のイベ
ントとの協働も、今後検討していくべき課題である
と考えている。 
 
６ 終わりに 
 
 「大阪・川の日」イベントは、「大阪・川の日」と
定めた７月７日に、「河川愛護功績者表彰式」と「大
阪・川の日写真コンクール表彰式」を併せて開催す
ることにより、河川愛護啓発の相乗効果を期待して
企画したものである。 
 平成２９年７月７日をもって、大阪・川の日は８
周年を迎える。本論文を作成している現在は、第８
回大阪・川の日写真コンクールの作品募集期間であ
り、毎日のように募集作品が大阪府へ郵送されてき
ている。 
 今年度も大阪・川の日である７月７日に本イベン
トを実施するが、来年度以降も大阪・川の日の取組
みを継続発展させ、府民への更なる河川愛護の精神
の啓発に努めていきたい。 
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